
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省が建設キャリアアップシステムのレベル別年収を専門職種 32 分野で試算したところ、高度マネジメ

ントクラスのレベル４で 800 万円超となったのが、建築大工･とび･土工･鉄筋･型枠･左官など多種に亘りました。

新入社員がレベル４に到達するには、最短でも 10 年近くかかりますが、建設技能労働者の明確な基準レベルが認

知されることによって、これから仕事を選ぶ若者に対しても、将来の処遇やキャリアパスを示すことができ、最優

先の課題である担い手確保につながるのではと言われています。職⾧クラスのレベル３で 600 万ぐらいとなれば公

務員の平均年収と比較しても遜色ないはずです。一幸建設協力会に於いても CCUS 事業者登録を推奨し、専門工種

の労働者の生活保障といった信頼関係の構築を出発点として、建設業 2024 問題の課題に取り組んでいます。 
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一幸建設事業再構築への道➀ 社内事業説明会 6 月 12 日 

地元密着東三河での不動産と建築のことなら小さなことでもお気軽にご相談下さい！ 

※ニュースレターがご不要な場合はお手数ですが 0532-46-9336 まで 

〒441-8071 豊橋市大山町字西大山 52 番地 https://ikko-group.jp/ 

4 月号にて掲載しました、第 8 回事業再構築補助金採択事業『ZEB 化リフォーム

に依る既存建築物の有効活用事業』の社内事業説明会を開催しました。 

本事業の肝となる本社ビル ZEB 化ショールーム改修工事着手に向けて、今回は、

弊社自体が改修事例のモデルケースとなります。実際に事業所で働く弊社従業員の

声を改修計画に取り入れ、快適性・働き易さなど、経営者（事業主）の目線だけで

なく、社員の満足度の向上に寄与することが、しいては生産性の向上に繋がり持続

可能経営や企業の発展に繋がるはずです。これは弊社幹部の意見ですが、まずは社

員が「やってよかった」と本音で思えることが皆様への何よりの訴求に繋がると思

います。それを念頭おいて進めて参りたいと思います、 

建設業 2024 年問題  導入が進む『 C C U S 』 
建設業の 2024 年問題の一つといわれる、来年 4 月適用の働き方関連法『時間外労働の罰則付き上限規制』に対応

するため、労働者の生産性向上や賃上げなどへの環境整備改革が急ピッチで進められています。国の肝いりで進めら

れている建設キャリアアップシステム（CCUS）です。 引用元:（一財）建設業振興基金 HP 

引用元:国土交通省 HP 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築不動産営業 筒井 

中華料理店「新珠」さんの改装が終わり、お引き渡しを行ないました。店舗併用住宅の店舗部分と 

住居部分のどちらも改装したので、2 月から 4 か月間休業となっていましたが、 

5/25 からリニューアルオープンとなりました。新珠さんは 1974 年創業、ラーメンやチャーハン、餃

子など家庭的な中華料理が楽しめ、地域の皆様に愛されたお店です。 

営業・設計 山﨑 

中華料理店 改装 

地域の魅力を発信 

6 月の中旬頃、豊田スタジアムで行われたサッカー日本代表戦を観戦してきました。私自身、子供の頃か

らサッカーが好きなのですが、現地観戦は 15 年ぶりでした。試合の結果は、6 対 0 で日本代表の勝ち。

ゴールもたくさん見ることができ、とても良い思い出となりました。当日の観戦者数は、37000 人程集ま

ったとのことです。会場には飲食店の出店なども多くあり、お祭りのような雰囲気でした。豊田の方だけ

でなく県内外から多くの方が現地に足を運んでいるのだなと伺えます。 

店舗部分は現在の客層にあった内

装にし、住居部分は二世帯住宅へ

生まれ変わりました。 

改装の施工事例として 

WEB にアップする予定ですので、

お楽しみに! 

 また、別日には隣町の三ケ日まで子供と一緒にハチミツを買いに出かけたのですが、そちらも朝早くか

ら多くの人が集まっていました。街中ではないのですが、美味しい商品があったり評判が良かったりで遠

くからでも人が集まるのだなと思いました。  

不動産業や建設業に携わっているので、店舗や施設がどれだけの経済効果を生み出しているのか気になる

ところです。工夫した仕掛けや情報発信をすることで、例え小さな店舗でも多くの方が足を運んでもらえ

るのだと思います。 

 特に豊田スタジアムでのサッカー観戦では、久しぶりにたくさんの人が動いている様子を見て圧倒され

ました。もちろんサッカー自体も楽しめて、あっという間の時間でした。 

 地元豊橋や自社でも、施設や仕掛けなど、観光で魅力を発信できるように考えていければと思いまし

た。 


